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とはいうまでもない.土の構造研究においても,古典

的な布械化学的手法の他に,Ⅹ一線解析による構造研
兜も行なわれ,それらが同じ結果に適した.特にOH

益の位鐙と立体構造の最後の決め手はむしろ後者の方

であった.あとは合成による稲造の確認が残されてい

る.そしてその成功は学問的にのみならず,実際的な

面においても今後多くの興味ある問題を提出し,昆虫

ホルモン学の大きな発展の土台となることであろう.

合成の成功が待望される.

文 献

I) E.Beckeru.IE.Plagge:BlloL.ZbE.59,326

(1939).

2) P.Karlsonu.G.Hanser:Z.Na_turforschg.

7b,80(1952).

3) A.Butenandtu.P.Karlson:Z.NaturfoTI

schg.9b.389(1954).

4) P.Karlson,H.Hoffmeister,W.Hoppeu_

R.Huber:Liebl'g'sAnn.Chcm.,662,1(1963)_

5) H.Hoffmeister,C.Ruber,H.H.Keller,H.

Schaireru.P.Karlson:Chew.Ber.98,236L

(1965).

6) H.Hoffmeisteru.C.Ruber:Chew.Ber.98,

2376(1965).

7) P.Karlson.H.Hoffmeister,H.Hummel,

P.Hocksu.G.Spiteller:Chem.Boy.98,2394-

(1965).

8) W.Hoppeu.R.Huber:Chew.Ber.98,2353,

2403(1965).

9) A.Ⅰ.Clarku.K.Bloch:I.bL'oL.C/lemJ'stry.･
234,2583(1959).

10) P.Karlsonu.H.Hoffmeister:Ho♪♪e･SeylcT'S=

Z.♪hysz'ol.Chem.,331,298(1963).

抄

珪素含有カーバメート殺虫剤

Silicon･Containing Carbamate Insecticides.■
R.L.MJ=TÔLF and T.A.FtTKtlTO.J.econ.

Entom.58.1151,1965.

DDTやディールド.)ンのような以化炭化水菜は持
続性があり,動物体内に残ったり, ミルクに移るので

その好響が注目されている.生休内で透かに分解され

る殺虫剤が要望され,その一つとして有機珪素化合物

が合成された.供試化合物は 0-,m-,p-trimethylsilyl.
phenylALmethylcarbamatesで,イエバエおよびア

カイエカ幼 ･成虫に対して殺虫試験を行なった.m-異

性肘 ま殻も効力が強く,特にアカイエカ幼虫に対して

は LC800.25ppm,成虫には LC50FLg/cm2 であっ

た.イエバエに対しては畔地では LD60)500FLg/g,ど

ベロニールプトキサイド混用では17fJg/gであった.

(石井象二郎)

斬殺虫剤 Durabn

LaboratorytestswithDursbanInsecticide.

E.E.KEFrAOA,W.K.WIIJTNJ:Y,J.LHARDYand

A.E.DoTr,J.econ.Entom.58,1043,1965.

DursbanはDow杜で開発した有機.)ン殺虫剤で冴こ

の稲造である.本殺虫剤はイエバエ,ゴキプ1)靭貯殻

cl-G 〉-0-を-(oc2H6)21
Cl

害虫B,アプラムシ,ハダニ,カ,各種りん細目幼血

など広範囲の昆虫に効力があり,残効が長い.酸 ･ア

ルカリに対してもかなり安定である.

(石井象二郎)
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